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資料２－３

､知的財産推進計画』における私的録音録画補償金制度に関する記述

○『知的財産の創造、保誰及び活用に関する推進計画１（２００３（平成１５）年７月８日）

２．「知的創造サイクル」を意識したコンテンツの保護を行う

（１）権利者へ利益が還元されるための基盤を整備する

２．権利付与等により保護を強化する

ウ）私的録音録画補悩金制度

音楽ＣＤ複製機能を備えたパソコンや、技術的保護手段を備えたＣＤなど多様なデジタ

ル録音．録画のための機器・媒体が商品化されている現状を踏まえ、関係者|川で、より尖

態に応じた制度への兄1111:しを目指し協識が進められているが、関係者間協雛の結論を得て、

２００４年度以降必要に応じ同制度の改正を行う。

（文部科学省）

○『知的財産推進計画２００４』（２００４（平成１６）年５月２７日）

９．ブロードバンドなど左活用した事業展開存推進する

（９）権利者へ利益が還元されるための基盤を整備する

２）権利の付与等により保護を行う

ii）私的録音録画補償金制度

音楽ＣＤ複製;機能を備えたパソコンや技術的保護手段を備えたＣＤなど多様なデジタル

録音・録面のための機器・媒体が商品化されている状況を踏まえ、関係者間で実態に適応

した制度への兄施しについて協議が進められているが、その結論を得て、２００４年度以

降、必要に応じＩＩｆ１制度の改正を行う。

（文部科学省）

○『知的財.産推進計画２００５』（２００５（平成１７）年６月ｌＯＦＩ）

1．コンテンツビジネスを飛躍的拡大する

４．コンテンツ流通大国に向けた改革を進める

（３）法制度の改革を進める

１）私的使用複製など基本問題について方向を得る

ｖ）私的録音録|、補仙金制度に関し、権利者、消費者、関連産業蝶を含めた関係新の意兄

を踏まえ、対象機器蝶の取扱い等について実態に即した検討を行うとともに、技術的保謹

手段の進展やコンテンツ流通の変化等を勘案しつつ、本制度の見直し等について検討を行
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い、２００５年中に結論を得る｡

(文部科学省、経済産業省）

○『知的財産推進計画２００６』（２００６（平成１８）年６月８日）

1．世界トップクラスのコンテンツ大国を実現する

３．ビジネス大国を実現する

（３）著作権に係る課題を解決する

④私的使用複製について結論を得る

私的録晋・緑lIliiについて抜本的に見直すとともに、捕償金制度については廃止や骨組み

の見直し、他の措慨の導入も含め抜本的な検討を行い、２００７年度''1に一定の具体的結

論を得る。その際、技術的保護手段の進展やコンテンツ流通の変化螺を勘案するとともに、

国際条約や国際的な動向との関連やユーザーの視点に留意する。また、技術的保護手段と

の関係蝶を踏まえた「私的複製の範囲の明確化｣、使用料と複製対価との関係整理等、著作

権契約の在り方の見直し、オンライン配信への移行を踏まえた音楽関述産業の在り方等に

ついての検討を進め、２００６年度中に結論を得る。

（文部科学樹、経済産業省）

○『知的財産推進計画２００７』（２００７（平成１９）年５月３１日）

1．世界最先端のコンテンツ大国を実現する

1．デジタルコンテンツの流通を促進する法制度や契約ルールを盤術する

（１）ビジネススキームを支える著作権制度を作る

⑥私的録音録画補償金制度の見直しについて結論を得る

私的&,稲:．録iIIiiについて見直すとともに、補仙金制度については廃止や'|‘l'組みの見直し、

他のｲ州‘tの噂入も含め抜本的な検討を行い、２００７年度''1に紡諭を得る。その際、技術

的保謹手段の進展やコンテンツ流通の変化等を勘案するとともに、凶際条約や国際的な動

向との関連やユーザーの視点に留意する。また、技術的保謹手段との関係等を踏まえた「私

的複製の範囲の明確化｣、使用料と複製対価との関係整理等、特作椛契約の在り方の見直し

等についての検討を進め、２００７年度中に結論を得る。

（文部科学省、経済産業劣）

○『知的財産推進計画２００８－世界を呪んだ知財戦略の強化一』（２００８（平成２０）

年６月１８日）

1．デジタル・ネット時代に対応したコンテンツ大国を実現する

３．多様なメディアに対応したコンテンツの流通存促進する
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（１）コンテンツの流通を拡大する法制度や契約ルールを整備する

④私的録音録画補償金制度の見直しについて結論を得る

２００７年度における検討の成果を踏まえ、技術的保謹手段の進展やコンテンツ流通の

変化等を勘案しつつ見直しを進め、私的録音録画補償金制度の兇ill[しについて２００８年

度中に結論を得る。

（文部科学欄、経済産業省）

○『知的財産推進計画２００９』（２００９（平成２１）年６月２４日）

３．ソフトパワー産業の成長戦略を推進する

（７）デジタル・ネット時代に対応した知財制度等を整備する

④クリエーターへの対価の還元を適切に行うための環境を整備する

情報のデジタル化によって劣化のない高品質な複製が可能となる''1、ユーザーの利便性

に配慮しつつ、クリエーターへの対価の還元が適切に行われるための環境について制度

面・契約1mのiIiIi方の観点から検討を行い、２００９年度中に一定の結論を得る。

（総務省、文部科学省、経済産業省）

○『知的財産推進計･画２０１０１（２０１０（平成２２）年５月２１日）

３．世界をリードするコンテンツのデジタル化・ネットワーク化を促進する。

（５）デジタル化・ネットワーク化時代に対応した著作権制度を整備する。

４２著作権制度上の課題の総合的な検討（中期）

デジタル化・ネットワーク化に対応した著作権制度上の課題（保護期間、補償金制度の

在り方を含む）について総合的な検討を行い、検討の結果、措置を談じるものから順次実

施しつつ、２０１２年までに結論を得る。

（文部科学省）

○『知的財産推進計画２０１１』（２０１１（平成２３）年６ｊｊ３１ｉ）

※『知的財産推進計･!ＩＩＩｉ２０１０』からの施策として記救

１３２著作権制度上の課題の総合的な検討（中期）

デジタル化・ネットワーク化に対応した著作権制度上の課題（保護期間、補償金制度の在

り方を含む）について総合的な検討を行い、検討の結果、措置を講じるものから順次実施

しつつ、２０１２年までに結論を得る。

（文部科学省）

以上
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